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「いろいろな問題」

 
年　  　組　  　番

 
計算の工夫 名前（　　　 　　　　　　　     ）

く ふ う

 

 　さくらさんは、１から１０までの整数の和がいくつになるか、

 次の方法で考えました。
 

    
【１から１０まで】の場合

 

 　２組の１から１０までの数を、下のようにならべてたします。 

 

 　１ ＋ ２ ＋ ３ ＋ ４ ＋ ５ ＋ ６ ＋ ７ ＋ ８ ＋ ９ ＋  10 

 

   10 ＋ ９ ＋ ８ ＋ ７ ＋ ６ ＋ ５ ＋ ４ ＋ ３ ＋ ２ ＋ １ 

 

   １１       １１のかたまりが１０個できるので、             
　　        １１×１０÷２＝５５　となり、                 
 　　       １から１０までの整数の和は、５５になります。  

 

　さくらさんが考えた【１から１０まで】の場合と同じ求め方で、【１から１

００まで】の整数の和を考えると、どのような式と説明になりますか。下に

ある求め方の、　　　 の中に式や数を書きましょう。 

    
【１から１００まで】の場合

 

 　２組の１から１００までの数を、下のようにならべてたします。 

  

 　１ ＋ ２ ＋ ３ ＋ ４ ・・・・・   97 ＋ 98 ＋ 99 ＋  100 

   

  100 ＋ 99 ＋ 98 ＋ 97 ・・・・・   ４ ＋ ３ ＋ ２ ＋ １ 

 

 
                 
  のかたまりが 個できるので、   

                  
  

  となり、
  

        
         １から１００までの整数の和は になります。 

 ここから下は先生がチェックをします。（どちらかあてはまるほうに必ず☑） 
 □ 自分の考えを分かりやすくかけています。より分かりやすくかけるように努力しよう。 
 □ 自分の考えをかこうとがんばっています。その態度がすばらしい。つづけよう。 

メイクユース算数６年 
 

学習日　 　　月　　　日


